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間隙水圧測定を伴う動的貫入試験法 －その 14 新しい地下水位設定法－ 
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1. はじめに  
地盤の液状化強度地震時の液状化被害を予測する場合において地盤の液状化強度を求めることは，これま

で N 値の他に粒度特性が必要となり結果を得るまでに室内土質試験を実施する時間が必要となり設計におけ

るボトルネックとなっている．また，性能設計における地盤の不均質性や不確実性の評価も困難となってい

る．ここで報告する間隙水圧測定を伴う動的貫入試験法はピエゾドライブコーン(Piezo Drive Cone，以降

“PDC”と表記する．) は，打撃貫入時の地盤に発生する間隙圧を測定することにより，地盤の貫入抵抗値

N 値の評価のみならず液状化判定に必要とされる地下水位，土質区分（細粒分含有率：FC）の推定を行い原

位置で液状化強度を求めることができる新しい地盤調査手法である． 

これまでに地下水位の評価方法として，打撃貫入時に生じる間隙最大過剰水圧比( umax / v )の基に設定し

ていたが，進化型 PDC システム以降，細粒分含有率(FC)を推定していた累積間隙水圧（ uR）によっても地下

水位が設定可能であることが判明し，より単純化した計測データ処理方法が構築できたのでここに報告する. 

2. ピエゾドライブコーン（PDC）の概要  

性能設計に向けた新しいサウンディング技術として PDC が

ある 1)～ 15)．PDC は打撃貫入時に先端コーン位置で間隙水圧応

答を計測するサウンディング装置である．計測システムの概

要を図-1 に示す．計測からは N 値，及び地下水位 GWL6)，細

粒分含有率 FC
5)が評価できる．結果，PDC のみによる液状化

強度 7)が評価できる．さらに，液状化後の過剰間隙水圧の消散

に伴う不同沈下 11)が評価できるサウンディング技術である．  

3. 地下水位 (GWL)の新しい設定法  

収録装置の汎用化に伴い進化型の PDC が製作され，現時点

ではタッチパネル採用による省人力システムでの計測が実施

されている．これまでの地下水位の設定方法は，図-2 に示し

た打撃直後時の貫入初期の最大過剰間隙水圧比( umax / v )  を

用いて 0(ゼロ )付近に収束する深度を採用していた .この方法

によっても近傍の調査ボーリングで得られた実測地下水位と

PDC 設定地下水位の相関係数は 0.95 以上と高い整合を持って

いた。しかし，PDC のもうひとつの特徴である土質区分とし

ての細粒分含有率（FC）設定のために採用されている累積間隙水圧（ uR）の波形データ処理と言った

一打撃に二つの応答間隙水圧波形処理が必要となっていた．そこで，累積間隙水圧（ uR）から地下水を設定

する方法を考案し，細粒分含有率（FC）と地下水位（GWL）の両方を同時に評価する方法を提案し，データ

整理の方法を単純化した．この評価はこれまで計測モニターの電圧値のみで計測していたためセンサ

ー毎に異なる初期値の違いが課題となり判断できなかったが、校正値を事前入力することにより試

験実施時のモニター表示が直接の物理量として表示できることによる．  

新しく設定した PDC の液状化強度判定の流れを図-3 に示す．同図の最上段の“PDC 計測データ”

部分が単純化されていることが判る．  
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4. まとめ  

性能設計を行うにあ

たり地盤の不均質性を

適切に評価するために

空間的分解能の高い調

査を行うことが重要で

あり，簡易で経済的な

PDC 技術は不可欠であ

る．PDC で得られるデ

ータのより簡便で有益

な処理方法を構築して

より多方面での活用・

利用拡大を目指し，性

能設計における新しい

調査法として更に展開

させていきたい．  
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(a) 緩い砂質土の時刻歴応答例     (b)細粒分を含む土の時刻歴応答例 

図-2 時刻歴応答例 

 

図-3 液状化強度の評価の流れ 
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